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吾妻電車の愛称は「マッチ箱電車」
全線の所要時間は1時間40分、最高時速24㌔の
超小型国産電車で定員はわずか24人だった。女
学生用小型客車が連結されることもあった。「餓多
電（がたでん）」とも呼ばれた。

昭和5年発行の鉄道地図（部分）
大正9年、中之条～渋川間に吾妻電車
が開通した。中之条・青山・市城・岩井堂
など渋川まで全13駅だった。昭和8年
廃線となり、省営バスに切り替わった。

省バス吾妻線概念図（昭和10年）
吾妻電車はわずか10年あまりで、昭和8年に廃線となった。
その後、群馬自動車（通称「社バス」）が渋川～四万を直行し
た。昭和10年になると長野県真田町に至る「省営バス」の吾
妻線が運行されたことにより、郡外から温泉地への移動が
大変便利になった。

旧国鉄（鉄道省）の「省営バス」（昭和戦前撮影）
昭和10年に省営バス吾妻線が渋川～真田（長野
県）間で営業を開始した。戦中の燃料不足の際に
は、木炭車も導入された。木炭車は馬力が小さい
ので、坂道を上らないことがよくあった。その時は、
乗客や車掌が車を降りて押して動かした。

上越鉄道請願書
（明治25年）

吾妻地方の鉄道計
画は、先ず渋川か
ら中之条、四万を
経て新潟県に通ず
る上越鉄道の敷設
請願運動から始
まった。代表発起人
は山口六平（原町）
野口茂四郎（長野
原）塩谷五十足（太
田）折田軍平（中之
条）の4名だった。
明治29年には鳥居
峠から長野県に至
る上信鉄道も計画
されたが、資金難で
実現できなかった。

馬車鉄道発着所（林昌寺前；大正初期撮影）
明治43年設立の吾妻温泉軌道株式会社が、
同45年に中之条～渋川間の馬車鉄道の営業
を開始した。上り2時間15分、下り2時間45
分、往復5時間かかり、片道45銭だった。

乗合貸切自動車（四万萩橋；大正9年撮影）
アメリカ製スチューアードベーカー車。当初
は貸切自動車として認可された。乗車賃が
中之条まで片道15円という高額だったので、
一般客が合乗りして、ワリカンで安くした。

　
明
治
以
来
、
多
く
の
先
覚
者
が
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
交

通
網
の
開
設
と
整
備
に
心
血
を
そ
そ
い
で
き
ま
し
た
。
日

清
日
露
の
戦
争
な
ど
で
た
び
た
び
資
金
難
に
直
面
し
た
た

め
、
時
に
は
自
ら
私
財
を
投
じ
、
あ
る
い
は
勤
労
奉
仕
を

し
、
ま
た
は
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
つ
い
に
は
後
世

の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
交
通
網
を
築
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
鉄
道
敷
設
に
注
が
れ
た
歴
史
の
記
録
と
当
時
の
証
言

が
「
ミ
ュ
ゼ
」
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
先
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
そ

の
功
績
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
之
条
町
に
お
け
る
交
通
の
変
遷

　
今
か
ら
百
年
余
り
前
の
こ
と
、
明
治
四
十

三
年
吾
妻
温
泉
軌
道
株
式
会
社
が
、
鉄
道
と

電
気
の
事
業
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
設
立
さ

れ
、
明
治
四
十
五
年
に
は
中
之
条
町
で
初
め

て
電
灯
が
と
も
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
五
年

七
月
二
十
二
日
午
前
六
時
、
渋
川
ま
で
の
お

よ
そ
二
十
㌔
の
砂
利
道
の
北
側
に
敷
か
れ
た

二
条
の
レ
ー
ル
の
上
を
、
二
頭
立
て
の
馬
車

に
乗
っ
た
馭
者
が
吾
妻
の
川
風
に
の
っ
て

ラ
ッ
パ
を
吹
き
な
が
ら
、
上
り
を
二
時
間
十

五
分
、
下
り
を
二
時
間
四
十
五
分
、
往
復
で

五
時
間
か
け
て
走
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
大
正
九
年
に
な
る
と
待
望
の
電
車
が
開
通

し
、
中
之
条
と
渋
川
は
往
復
三
時
間
で
結
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
車
の
定
員
は

二
十
四
名
、
車
両
の
幅
は
わ
ず
か
一
メ
ー
ト

ル
三
十
三
セ
ン
チ
し
か
な
い
超
小
型
電
車
で

「
マ
ッ
チ
箱
電
車
」
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
首
を
縮
め
て
乗
り
、
座
席
で
は
足
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
ず
、
雪
の
日
に
は
電
車
を

降
り
て
押
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
渋

川
に
通
っ
て
い
た
吾
妻
の
学
生
た
ち
は
、

「
お
猿
の
電
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
吾
妻

の
山
猿
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
、
早
く
近
代
的

な
電
車
が
開
通
す
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　
昭
和
七
年
に
は
年
間
約
十
万
人
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
の
電
車
と
比
べ
る
と

全
く
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
鉄
道
を
延
長

す
る
の
は
財
政
的
に
困
難
だ
っ
た
た
め
、
開

業
後
十
年
余
り
の
昭
和
八
年
に
は
廃
線
と
な

り
、
代
わ
り
に
乗
合
バ
ス
が
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
全
国
第
二

位
の
採
掘
量
を
ほ
こ
る
群
馬
鉄
山
（
旧
六
合

村
）
の
鉄
鉱
石
を
京
浜
地
区
に
輸
送
す
る
た

め
に
、
長
野
原
線
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
二

年
足
ら
ず
の
突
貫
工
事
で
昭
和
二
十
年
一
月

二
日
に
は
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
年
八
月
に
終
戦
を
迎
え
ま
す
。
戦

後
は
貨
物
輸
送
か
ら
、
通
学
や
観
光
へ
と
利

用
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二

年
に
は
電
化
さ
れ
、
蒸
気
機
関
車
が
姿
を
消

し
、
準
急
を
使
え
ば
二
時
間
余
り
で
終
点
上

野
駅
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
線
路
は
嬬
恋
村
の
大
前
ま
で
延
長

さ
れ
て
、
名
称
も
吾
妻
線
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
今
は
自
家
用
車
の
普
及
と
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
通
勤
通
学
の
利
用
者
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。

ぎ
ょ
し
ゃ



3 なかのじょう R2.3 No.６95

蒸気機関車に牽引される貨客列車（山田川鉄橋、昭和39年頃撮影、昭和42年に電化された）
昭和17年1月、長野原線鉄道敷設に関する件が上程されると、群馬鉄山が供給する軍事物資を輸送することを目的として、戦時下で突貫工事が始
まった。労働力と物資と食糧が極度に不足した状況で早稲田の学生や朝鮮人など、多くの団体が動員された。地元内外の勤労奉仕もあって2か年
余りで工事は完了した。そして敗戦目前の昭和20年1月2日に開通した。昭和46年には長野原～大前間が延長されて吾妻線が開業した。
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交通年表（吾妻郡中之条町）
　　　　　　主　な　で　き　ご　と
吾妻馬車鉄道会社創立する
吾妻温泉馬車鉄道開通：鯉沢～中之条（林昌寺前）間
四万馬車会社設立
草軽軽便鉄道線（新軽井沢～吾妻間）が開業
群馬県初の乗合自動車（中之条～四万間）
四万馬車会社タクシー営業を開始
電気軌道となる(中之条～渋川間に電車開通）
吾妻軌道の運転休止
中之条～渋川の電車廃業
渋川～真田間に省営（国鉄）バス開通
四萬自動車株式会社は国策で東武自動車に統合。
長野原線　渋川～長野原間が開通
準急「ゆけむり号」週末運行開始となる
上野～長野原間に準急電車「くさつ号」の運転開始
長野原線電化開通、運転営業開始
吾妻線開通（渋川～大前間）

年号
明治43年
明治45年
大正  3年
大正  4年
大正  7年
大正  8年
大正  9年
昭和  8年
昭和  9年
昭和10年
昭和18年
昭和20年
昭和32年
昭和35年
昭和42年
昭和46年

西暦
1910
1912
1914
1915
1918
1919
1920
1933
1934
1935
1943
1945
1957
1960
1967
1971

時代
明治

大正

昭和



町民意識調査（町民アンケート）
の結果を公表します
　町では、快適で住みよいまちの実現をめざし、各種事業に取り組ん
でおりますが、今後も中之条町に「住んでみたい」「住み続けたい」と思えるまちづくりを進めていくにあた
り、町民の皆さんの考えをお聞きするために、「中之条町町民意識調査」（町民アンケート）を実施しまし
た。その結果を公表します。
　調査結果は、今後の施策推進のための基礎資料として活用していきます。
　回答いただきました皆さんのご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

　 令和元年度　町民アンケートの概要
1．調査対象者　令和元年度に18歳以上である町内在住者のうち、約1割を層化無作為抽出（1,413票）
2．調 査 期 間　令和元年9月20日～11月7日
3．回 収 結 果　調査票回収枚数　710票（回収率50.2％）
※「中之条町町民意識調査」（町民アンケート）の詳細は、町ホームページに掲載しています。
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◎アンケート結果（抜粋）
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中之条町に愛着を感じますか

○生活する様々な面で、どの程度満足していますか？
「満足」と「やや満足」の割合が高い項目

○次のような買物等をするときは、主にどこで行いますか？

中之条町に誇りや愛
着を「感じる」と
「どちらかといえば
感じる」の割合が、
60％を超えていま
す。年齢別にみる
と、50代において
その割合が高くなっ
ています。

感じる
35％

どちらかと
いえば感じる
33％

どちらかといえば
感じない 5％

感じない 3％ 無記入 3％

どちらとも
いえない
21％

中之条町に住み続けたいですか
中之条町に「ずっと
住み続けたい」が最
も多く50％を超え
ています。年齢が高
いほど、「ずっと住
み続けたい」と「当
分は住み続けたい」
の割合が、高くなっ
ています。

ずっと住み
続けたい
54％

当分は住み
続けたい
22％

できれば町外に
転移したい 5％

町外へ転移したい 2％ 無記入 2％

どちらとも
いえない 15％

　　　　　項　　目
  1．空気や川などのきれいさ
  2．ごみの収集処理
  3．悪臭・騒音・振動など
  4．下水道や排水路の整備
  5．近所つきあい
  6．健診などの保健活動
  7．道路の整備
  8．町職員の対応
  9．町からの情報提供
10．交通安全対策

　　　　　項　　目
日用品（食品・雑貨品など）
高級衣料品、電化製品など
外での飲食
趣味を活かすための学習や練習
レジャー施設での遊び
かかりつけの病院・医院

第1位
中之条町（51.9％）

前橋・高崎方面（45.0％）
前橋・高崎方面（32.4％）
中之条町（50.6％）

前橋・高崎方面（29.3％）
中之条町（40.6％）

第2位
東吾妻町（41.4％）
東吾妻町（21.0％）
中之条町（26.8％）

前橋・高崎方面（14.5％）
中之条町（18.4％）
東吾妻町（34.5％）

第3位
渋川市（3.2%）
中之条町（15.9％）
東吾妻町（16.4％）

その他郡内・渋川市（5.9%）
その他郡内（9.9%）
渋川市（9.9%）

満足とやや満足
86%
81%
76%
75%
55%
55%
48%
47%
46%
45%

「不満」と「やや不満」の割合が高い項目
　　　　　項　　目
  1．働く場所
  2．病院・医院などの医療施設と体制
  3．日常の買い物の便利さ
  4．通勤・通学等の交通の便利さ
  5．レクリエーション施設
  6．有害鳥獣対策
  7．皆様からの意見の反映
  8．子どもの遊び場
  9．災害時の安全性や避難体制
10．道路の整備

不満とやや不満
52%
51%
47%
40%
36%
30%
25%
22%
22%
22%



5 なかのじょう R2.3 No.６95

　　　　　　　　　　　行　　政　　分　　野
  1．高齢者や障害者などの介護・福祉サービスの充実
  2．鉄道、路線バスの維持・充実
  3．人口減少問題の対策
  4．地域保健体制や医療（救急）体制の充実
  5．企業の誘致、商工業の振興など地域経済の活性化
  6．児童福祉、子育て支援の充実
  7．有害鳥獣対策の充実
  8．地域資源を活かした観光ネットワークの形成など交流・観光施策の充実
  9．学校教育、幼児教育の充実
10．良好な住環境の形成、公営住宅や宅地造成の整備

割合
14.1%
11.8%
11.4%
10.8%
  9.6%
  6.7%
  4.3%
  4.2%
  3.1%
  2.6%

○高齢化社会への対応策として、どのようなことに重点をおくべきですか？（回答数3つ）
第1位

年金などの社会保障の充実
（19.0％）

第2位

バスなどの公共交通機関の充実
（16.5%）

第3位
健康診断、栄養指導、治療、機
能回復訓練などの保健医療対策

（9.8%）

○子育てのための良好な環境づくりとして、どのようなことに重点をおくべきですか？（回答数2つ）
第1位

育児と仕事の両立をしやすい
職場環境づくりの充実

（26.4%）

第2位
小児救急や新生児医療などの

医療の充実
（26.2%）

第3位

子育てに対する助成の充実
（16.4%）

○町が活性化するためには、どのようなことに力を入れるべきですか？（回答数2つ）
第1位

工場・大規模店舗等
による雇用拡大
（19.8%）

第2位

商店街や個人商店の活性化
（19.5%）

第3位

観光の振興
（18.1%）

○中之条町を住みよくするため、どの分野に力を入れるべきですか？

「公共交通」、「産業振興」、「介護福祉」の分野が、注目すべき分野と考えられます。
○重要度・満足度の分析

介護福祉

介護福祉
産業振興
住環境
公園
自然環境
行政改革
男女共同参画
水質
公共交通
子育て
有害鳥獣
防災
情報
エネルギー
文化財
公害
保健医療
観光
農林業
ゴミ
住民参画
ボランティア支援
生涯学習
人口減少
教育
地域活動
安全
スポーツ
その他
国際化

産業振興

住環境
公園

自然環境行政改革

男女共同参画

水質

公共交通

子育て

有害鳥獣

防災
情報

エネルギー
文化財

保健医療

観光

農林業 ゴミ
住民参画

ボランティア支援 生涯学習

人口減少

教育

地域活動

安全スポーツ

その他

国際化

公害

1.5

1.5

1.0

1.0

0.5

0.50.0

ー0.5

ー0.5

ー1.0

ー1.0

ー1.5

ー1.5

重要度

満足度



　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
や
障
が
い

の
あ
る
人
で
自
動
車
な
ど
の
運
転
が
出

来
な
い
人
が
医
療
機
関
な
ど
に
通
院
す

る
た
め
の
移
動
交
通
と
し
て
、
医
療
機

関
等
外
出
タ
ク
シ
ー
『
な
か
の
ん
号
』

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

利
用
対
象
者

町
内
に
在
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
の
規

定
に
よ
り
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
人
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
自
動
車
運
転
免
許
証
の
な
い
65
歳
以

上
の
人

○
自
動
車
運
転
免
許
証
の
な
い
人
で
身

体
障
害
者
手
帳
（
種
別
1
種
）
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

○
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

利
用
料
金
　
無
料

利
用
方
法

①
役
場
住
民
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
ま
す
。

対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

と
登
録
さ
れ
ま
す
。

②
登
録
後
、
役
場
か
ら
「
利
用
案
内
」

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

③
利
用
し
た
い
日
を
「
利
用
案
内
」
で

確
認
し
、
利
用
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
予
約
し
ま
す
。

④
利
用
予
約
し
た
日
時
に
乗
車
場
所
へ

行
き
乗
車
し
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
地

域
を
除
く
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

【
利
用
登
録
に
つ
い
て
】

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
今
井
・
中
島

問
い
合
わ
せ

【
利
用
方
法
に
つ
い
て
】

　
役
場
企
画
政
策
課
　
企
画
振
興
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
克
規

運行コース  利用される人が住んでいる地区により、運行コースおよび運行日が決まっています。

通
院
の
移
動
交
通
と
し
て

医
療
機
関
等
外
出
タ
ク
シ
ー「
な
か
の
ん
号
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

※各コース、1日1便、最初の出発地を8：00頃発、帰りは原町赤十字病院を12：30発予定です。
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○主に沢田地区第11・12・13・14・15・16・17・18区に住んでいる人
コース

経　路

1コース（四万線）
四万温泉→下四万・寺社平・新田→下沢渡（東組）→折田→後藤医院→役場→田島病院→
桑原整形外科クリニック→けんもち医院→中之条駅→吾妻さくら病院→吾妻東整形外科→
しまだ医院→R145バイパス→原町赤十字病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※町歯科医院など可

○主に沢田地区第1・2・2-2・3・4・5・6・7・8・9・10区に住んでいる人
コース

経　路

2コース（沢渡線）
大岩→沢渡温泉→反下→湯原・久森→菅田・寺社原→下沢渡（中組）→ 高沼・清水→
下山田・大竹・吾嬬→後藤医院→役場→田島病院→桑原整形外科クリニック→
けんもち医院→中之条駅→吾妻さくら病院→吾妻東整形外科→しまだ医院→R145バイパス→
原町赤十字病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※町歯科医院など可

○主に名久田地区第1・2・3・4・6(一部)・7(一部)・9・10・11・16区
　および大字西中之条・中之条町・伊勢町に住んでいる人
コース

経　路

3コース（名久田線）
大原→大塚→平→横尾・宇妻→只則→伊勢町・中之条町・西中之条→後藤医院→役場→
田島病院→桑原整形外科クリニック→けんもち医院→中之条駅→吾妻さくら病院→
吾妻東整形外科→しまだ医院→R145バイパス→原町赤十字病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※町歯科医院など可

からのお知らせ



日
4月

月 火 水

5
ー

12
ー

19
ー

26
ー

木

6
四万

13
沢渡

20
名久田

27
四万

金

7
名久田

14
四万

21
沢渡

28
沢渡

土

1
四万

8
沢渡

15
名久田

22
四万

29
ー

2
沢渡

9
四万

16
沢渡

23
沢渡

30
名久田

4
ー

11
ー

18
ー

25
ー

3
名久田

10
沢渡

17
四万

24
名久田

日
7月

月 火 水

5
ー

12
ー

19
ー

26
ー

木

6
名久田

13
四万

20
沢渡

27
名久田

金

7
沢渡

14
名久田

21
四万

28
沢渡

土

1
沢渡

8
四万

15
沢渡

22
名久田

29
四万

2
四万

9
沢渡

16
四万

23
ー

30
名久田

4
ー

11
ー

18
ー

25
ー

3
名久田

10
四万

17
沢渡

24
ー

31
沢渡

令和2年度（上半期）「なかのん号」運行カレンダー
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日
9月

月 火 水

6
ー

13
ー

20
ー

27
ー

木

7
四万

14
名久田

21
ー

28
沢渡

金

1
沢渡

8
沢渡

15
四万

22
ー

29
名久田

土

2
名久田

9
四万

16
沢渡

23
沢渡

30
四万

3
沢渡

10
名久田

17
四万

24
名久田

5
ー

12
ー

19
ー

26
ー

4
四万

11
沢渡

18
名久田

25
沢渡

日
5月

月 火 水

3
ー

10
ー

17
ー

24・31
ー

木

4
ー

11
名久田

18
四万

25
沢渡

金

5
ー

12
沢渡

19
名久田

26
四万

土

6
ー

13
四万

20
沢渡

27
名久田

7
名久田

14
沢渡

21
四万

28
沢渡

2
ー

9
ー

16
ー

23
ー

30
ー

1
沢渡

8
四万

15
名久田

22
沢渡

29
四万

日
6月

月 火 水

7
ー

14
ー

21
ー

28
ー

木

1
名久田

8
四万

15
沢渡

22
四万

29
沢渡

金

2
四万

9
沢渡

16
四万

23
沢渡

30
名久田

土

3
沢渡

10
名久田

17
沢渡

24
四万

4
名久田

11
四万

18
名久田

25
沢渡

6
ー

13
ー

20
ー

27
ー

5
沢渡

12
沢渡

19
四万

26
名久田

日
8月

月 火 水

2
ー

9
ー

16
ー

23
ー

30
ー

木

3
沢渡

10
ー

17
四万

24
名久田

31
四万

金

4
四万

11
沢渡

18
名久田

25
沢渡

土

5
沢渡

12
名久田

19
沢渡

26
四万

6
名久田

13
四万

20
四万

27
沢渡

1
ー

8
ー

15
ー

22
ー

29
ー

7
四万

14
名久田

21
沢渡

28
名久田

※土曜日・日曜日・祝日・年末年始は運休となります。

からのお知らせ



　
4
月
1
日
か
ら
、
バ
ス
運
行
時
刻
と
中
之
条
駅
行
き
の
経
路
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
事
項

①
新
停
留
所
名
…
「
オ
ガ
ワ
ハ
ウ
ス
」

　
中
之
条
駅
ー
沢
渡
間（
山
田
経
由
）に
停
留
所
が
増
設
さ
れ
ま
す
。

②
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ
経
由
の
便
（
1
日
1
便
）
の
運
行

　
中
之
条
駅
行
き
の
便
が
4
月
1
日
か
ら
11
月
第
2
日
曜
日
ま
で
の

間
、
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ
を
経
由
す
る
経
路
に
な
り
ま
す
。

③
現
在
の
始
発
便
と
最
終
便
の
減
便

　
中
之
条
駅
発
お
よ
び
沢
渡
発
の
始
発
便
と
最
終
便
の
利
用
者
が
と

て
も
少
な
い
た
め
減
便
に
な
り
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日
の
み
運

休
）
。

　
町
公
共
交
通
は
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
路

線
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
時
刻
表
は
役
場
企
画
政
策
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
関
越
交
通
（
株
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課
　
企
画
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
2
（
直
通
）
　
担
当
　
安
原
克
規

沢渡線時刻表 2020年4月1日改正

4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

委
託
路
線
バ
ス
「
中
之
条
駅
ー

沢
渡
線
」
の
バ
ス
運
行
時
刻
と

経
路
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

◎…平日のみ運行　●…4月1日から11月第2日曜日まで運行　〇…11月第2日曜日の翌日から3月31日まで運行
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◎
7:15
7:16
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
7:17
7:18
7:19
7:20
7:20
7:21
7:21
7:22
7:24
7:25
7:26
7:28
7:29
7:30
7:31
7:32
7:33
7:34
7:35
7:40

8:25
8:26
8:27
8:28
8:28
8:29
8:29
8:30
8:31
8:32
8:32
8:33
8:34
8:35
8:37
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
8:38
8:39
8:40
8:41
8:42
8:43
8:44
8:50

9:15
9:16
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
9:17
9:18
9:19
9:20
9:20
9:21
9:21
9:22
9:24
9:25
9:26
9:28
9:29
9:30
9:31
9:32
9:33
9:34
9:35
9:40

10:25
10:26
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
10:27
10:28
10:29
10:30
10:30
10:31
10:31
10:32
10:34
10:35
10:36
10:38
10:39
10:40
10:41
10:42
10:43
10:44
10:45
10:50

中 之 条 駅 → 沢 渡

12:53
12:54
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
12:55
12:56
12:57
12:58
12:58
12:59
12:59
13:00
13:02
13:03
13:04
13:06
13:07
13:08
13:09
13:10
13:11
13:12
13:13
13:18

14:25
14:26
14:27
14:28
14:28
14:29
14:29
14:30
14:31
14:32
14:32
14:33
14:34
14:35
14:37
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
14:38
14:39
14:40
14:41
14:42
14:43
14:44
14:50

16:10
16:11
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
16:12
16:13
16:14
16:15
16:15
16:16
16:16
16:17
16:19
16:20
16:21
16:23
16:24
16:25
16:26
16:27
16:28
16:29
16:30
16:35

◎
17:11
17:12
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
17:13
17:14
17:15
17:16
17:16
17:17
17:17
17:18
17:20
17:21
17:22
17:24
17:25
17:26
17:27
17:28
17:29
17:30
17:31
17:36

からのお知らせ

中 之 条 駅
高 校 入 口
合同庁舎入口
博 物 館 前
上 之 町
四 万 新 道
西 中 之 条
文化会館前
小 川 入 口
下 折 田
成 田 口
天 神 原
上 妻
上 折 田
下 沢 渡
ヤオコ－前
太陽誘電前
伊 勢 宮 下
土木事務所前
小川住宅入口
上 小 川
オガワハウス
促進住宅前
石 橋
山 田
清 水
高 沼
菅 田 口
伊 賀 野 口
八 尺
湯 原
反 下 口
温 泉 口
沢 渡 温 泉
沢 渡

共
通

山
　
田
　
経
　
由

共
　
　
通

上
　
之
　
町
　
経
　
由

◎
7:45
7:46
7:47
7:48
7:49
7:50
7:51
7:52
7:53
7:55
7:56
7:57
↓
7:57
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
7:58
7:58
7:59
8:00
8:00
8:01
8:01
8:02
8:03
8:10

8:50
8:51
8:52
8:53
8:54
8:55
8:56
8:57
8:58
9:00
9:01
9:02
↓
9:02
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
9:03
9:03
9:04
9:05
9:05
9:06
9:06
9:07
9:08
9:15

9:40
9:41
9:42
9:43
9:44
9:45
9:46
9:47
↓
↓
↓
↓
↓
↓
9:48
9:50
9:51
9:52
9:54
9:54
9:55
9:56
9:56
9:57
9:58
9:59
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
10:00
10:05

10:50
10:51
10:52
10:53
10:54
10:55
10:56
10:57
↓
↓
↓
↓
↓
↓
10:58
11:00
11:01
11:02
11:04
11:04
11:05
11:06
11:06
11:07
11:08
11:09
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
11:10
11:15

沢 渡 → 中 之 条 駅
○
13:18
13:19
13:20
13:21
13:22
13:23
13:24
13:25
13:26
13:28
13:29
13:30
↓
13:30
↓
↓
↓
↓
↓
13:31
13:32
13:33
13:33
13:34
13:35
13:36
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
13:37
13:43

●
13:18
13:19
13:20
13:21
13:22
13:23
13:24
13:25
13:26
13:28
13:29
13:30
13:35
13:41
↓
↓
↓
↓
↓
13:42
13:43
13:44
13:44
13:45
13:46
13:47
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
13:48
13:54

14:50
14:51
14:52
14:53
14:54
14:55
14:56
14:57
↓
↓
↓
↓
↓
↓
14:58
15:00
15:01
15:02
15:04
15:04
15:05
15:06
15:06
15:07
15:08
15:09
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
15:10
15:15

◎
17:36
17:37
17:38
17:39
17:40
17:41
17:42
17:43
17:44
17:46
17:47
17:48
↓
17:48
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
17:49
17:49
17:50
17:51
17:51
17:52
17:52
17:53
17:54
18:01

16:35
16:36
16:37
16:38
16:39
16:40
16:41
16:42
↓
↓
↓
↓
↓
↓
16:43
16:45
16:46
16:47
16:49
16:49
16:50
16:51
16:51
16:52
16:53
16:54
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
16:55
17:00

沢 渡
沢 渡 温 泉
温 泉 口
反 下 口
湯 原
八 尺
伊 賀 野 口
菅 田 口
下 沢 渡
上 折 田
上 妻
天 神 原
中之条ガーデンズ
成 田 口
高 沼
清 水
山 田
石 橋
促進住宅前
オガワハウス
上 小 川
小川住宅入口
土木事務所前
伊 勢 宮 下
太陽誘電前
ヤオコ－前
下 折 田
小 川 入 口
文化会館前
西 中 之 条
四 万 新 道
上 之 町
博 物 館 前
合同庁舎入口
高 校 入 口
中 之 条 駅

共
通

山
　
田
　
経
　
由

共
　
　
通

上
之
町
経
由

上
之
町
経
由
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からのお知らせ

自
動
車
登
録
の
手
続
き
は

3
月
31
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

手
続
き
は
「
変
更
登
録
」「
移
転
登
録
」「
抹
消
登
録
」
の
3
種
類

　
「
自
動
車
税
」
や
「
軽
自
動
車
税
」

は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
3
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

○
住
所
・
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

…
「
変
更
登
録
」

○
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
他

の
人
に
譲
渡
し
た
場
合

…
「
移
転
登
録
」

○
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
、
ま

た
は
使
用
不
能
で
あ
る
場
合

…
「
抹
消
登
録
」

※
登
録
手
続
き
を
自
動
車
販
売
会
社
な

ど
に
依
頼
し
て
い
る
場
合
も
、
手
続

き
が
済
ん
で
い
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
新
し
い

住
所
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
車
の
税
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
抹
消

登
録
を
せ
ず
、
行
方
不
明
の
車
両
が

あ
る
場
合
は
、
次
の
登
録
手
続
き
先

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
先

○
普
通
自
動
車
・
軽
二
輪
車
（
1
2
5

㏄
超
2
5
0
㏄
以
下
）
、
2
5
0
㏄

を
超
え
る
バ
イ
ク

　
　
　
↓
関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

　
☎
0
5
0
・
5
5
4
0
・
2
0
2
1

○
軽
自
動
車

　
　
　
　
　
　
↓
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
☎
0
5
0
・
3
8
1
6
・
3
1
0
9

○
1
2
5
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
農
耕
作

業
用
車
な
ど
の
小
型
特
殊
車

　
　
　
　
↓
役
場
税
務
課　
資
産
税
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）

※
車
検
証
の
住
所
や
氏
名
の
登
録
変
更

が
3
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
完
了
し

な
い
場
合
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
サ
ー
ビ

ス
」
で
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の

送
付
先
を
一
時
的
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す

　
精
神
や
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
所
有
し
て
い
る
自
動
車
や
バ
イ

ク
、
公
益
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
自

動
車
に
は
、
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
障
害
者
減
免
】

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
減
免
の
対
象
と
な
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
。

【
公
益
減
免
】

　
公
益
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
普
通
自

動
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
な
ど
。

※
該
当
す
る
人
は
、次
の
問
い
合
わ
せ
先

に
相
談
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〈
普
通
自
動
車
〉

　
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　
☎
0
2
7
・
2
6
3
・
4
3
4
3

　
県
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
0

〈
軽
自
動
車
〉

　
役
場
税
務
課　
資
産
税
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
上
木
裕
太

駅北の一時利用有料駐車場が利用できます
駅前駐車場の利用について

　中之条駅北にある旧通運会館ビルの解体工事が終了
し、駅北の一時利用有料駐車場および送迎専用駐車場
が利用できるようになりました。
【一時利用有料駐車場】
利用料金　1日　200円
※1日の単位は午前0時から24時間です。
問い合わせ　役場総務課　管財係
　　　　　　☎75・8845（直通）　担当　黒岩紀彦

【駅前駐車場の利用規制図】

中之条駅
駅南ロータリー

※
※
は一時利用有料駐車場
は送迎専用駐車場

駅北ロータリー

料金所

月
極
駐
車
場

月
極
駐
車
場

5
台

4
台

10
台



からのお知らせ
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しゅ ちわしゅ ちわ

今月の今月の

湾曲した両手の指先を胸に向け、交互に上下に動かす 右手4指の背をあごの下にあてる

問い合わせ
　役場住民福祉課　福祉係
　☎75・8818（直通）
　担当　松本真理・唐澤つぎ子

『楽しみ』

令
和
元
年
度
じ
ん
臓
機
能
障
害
者

通
院
交
通
費
補
助
金
の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

人
工
透
析
の
た
め
に
医
療
機
関
へ
通
院
し
て
い
る
人
へ

　
町
で
は
、
人
工
透
析
の
た
め
に
医
療

機
関
へ
通
院
し
た
際
の
交
通
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

す
る
人

・
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る

・
自
家
用
車
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
通
院
し
て
い
る

・
令
和
元
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
で

あ
る

・
他
の
法
令
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費

の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

※
医
療
機
関
の
送
迎
を
利
用
し
た
場
合

は
補
助
対
象
外
で
す
。

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
補
助
金
振
込
先
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の

補
助
金
額

　
往
復
通
院
距
離
に
応
じ
た
交
付
基
準

額
（
月
額
）
の
範
囲
内

・
2
㎞
〜
25
㎞
未
満　
2
6
0
0
円

・
25
㎞
〜
75
㎞
未
満　
3
2
0
0
円

・
75
㎞
以
上　
　
　
　
5
2
0
0
円

申
請
期
限　
3
月
19
日
（
木
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

            　
　
　
　
担
当　
中
島
和
茂

　
支
所
六
合
振
興
課　
住
民
福
祉
係

   　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
篠
原
千
登
世

なかのじょう R2.3 No.６95

「楽しい」 「待つ」
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ク
ー
ポ
ン
券
で
風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

からのお知らせ

風
疹
の
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

なかのじょう R2.3 No.６95

　先日、六合中学校を会場に子どものネットリスク教育研究会副
代表　成田弘子さんによる講演会が開催され、六合地区の小中学
生、先生と保護者が熱心に受講しました。
　「メディア生活で何が起きているの？」をテーマに、ネット依
存の現状と危険性や、予防のためにできることなど説明しまし
た。また、簡単な体操も交え、子どもも大人も体を動かし、目の

健康の確認を隣同士でチェックしあうなど楽しみなが
ら受講しました。
　参加した保護者からは、「わかりやすい講演で良か
った」と感想がありました。
　スマホやゲームなどのメディアの長時間接触が、私
たちから健康や学力、コミュニケーション能力まで奪
ってしまいます。家庭でのきまりの徹底をお願いしま
す。
問い合わせ　中之条町アウトメディア推進委員会事務局
　　　　　　（教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　☎76・3111  担当  金子佳代子

小
中
学
生
は

　
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
を

　
　
　
　
　
持
ち
ま
せ
ん

中
之
条
町
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
き
ま
り

アウトメディア推進委員会だより㉓
六合地区PTA講演会
「子どもの心とからだ」

　
風
し
ん
は
感
染
力
の
強
い
感
染
症
で

す
。
感
染
す
れ
ば
無
症
状
で
も
他
人
に

風
し
ん
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
妊
娠
中
の
女
性
が
か
か
る
と
、
ウ

イ
ル
ス
が
胎
児
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ

り
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に

障
が
い
が
出
る
『
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
』
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
を
拡

大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
社
会
全
体
が
免

疫
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
抗
体
検
査
を
受
け
て
予
防
接
種
の
対

象
と
な
っ
た
人
も
早
め
に
医
療
機
関

に
予
約
し
、
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者

〇
令
和
元
年
度
対
象
者

昭
和
47
年
4
月
2
日
〜
昭
和
54
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
男
性

〇
令
和
2
年
度
対
象
者

昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和
47
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
男
性

※
令
和
2
年
度
対
象
者
で
、
早
め
に
検

査
を
受
け
た
い
人
は
、
3
月
中
で
も

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

注
意
事
項

〇
抗
体
検
査
の
結
果
が
な
い
と
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
町
外
に
勤
め
て
い
る
人
も
本
事
業
に

参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
な

ど
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
医
療
機
関
な

ど
の
リ
ス
ト
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
池
ゆ
か
り
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以前登録した人も再度登録が必要です
令和2・3年度町小規模契約希望者登録の申請について

　町小規模契約希望者登録の制度は、町が発注する30万
円未満の工事などのうち、内容が軽易な工事や修繕の仕
事を町内業者に積極的に発注するために希望者を登録
し、町の経済活性化を図ることを目的としています。
　平成30･31年度に登録した人も、再度登録が必要で
す。
申請方法
　役場総務課に用意してある申請用紙に必要事項を記入
し、添付書類を添えて申請してください。申請用紙は、
町ホームページからダウンロードもできます。
添付書類
①町税納税証明書
②商業登記簿謄本(法人のみ）
③代表者印鑑証明書（法人のみ）
④身分証明書（個人のみ）
⑤資格、免許等の証明など
登録有効期間
　4月1日（水）～令和4年3月31日（木）
登録できない人
①町内に事業所または住所を置いていない人
②町税を滞納している人
③入札参加資格者名簿に登録されている人

④希望する業種を履行するために必要な資格、免許など
を有していない人
⑤成年被後見人および被保佐人ならびに破産者で復権を
得ない人
※なお、この登録により、町が発注する小規模工事など
の契約を約束するものではありません。
主な工事などの例
 土木工事、建築工事、大工工事、左官工事、建具工事、
板金工事、管工事など。
受付期間および時間
3月10日（火）～25日（水）（土日祝日は除く）
8時30分～17時15分
※受付期間後も随時受け付けます。

問い合わせ
　役場総務課　管財係
　☎75・8845（直通）
　担当　黒岩紀彦

水稲農作業受委託のご案内
　町では、農地の耕作放棄防止、認定農業者などの担い手への農地集積推進を目的として、地区ごとに担い手を募り、
水稲の農作業受委託の相談窓口を設けています。
　農作業の受託または委託を希望する人は、役場農林課まで問い合わせください。
〇受委託生産者（敬称略）
【西中之条・中之条・伊勢町地区】　・小栗芳雄　・唐澤巳幸
【折田・成田・美野原地区】　・田村和昭　・（有）たけやま　・集落営農組合「耕人」
【横 尾 ・ 平 ・ 大 塚 地 区】　・元山　功　・割田利光
【青　山　・　市　城　地　区】　・宮﨑権一　・中澤　仁
〇主な作業の委託料金（10a当たり標準金額）
　★春作業★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★秋作業★

※金額は目安です。水田の状況により標準金額以上になることがあります。詳細は、受託生産者との協議
となります。

※ほ場の状況によっては引き受けできない場合があります。
問い合わせ　役場農林課　農業係　☎75・8844（直通）担当　林　沙晶

農地の貸し借りについてご相談ください
　農地を貸したい人、農地を借りたい人は、町農業委員会（役場農林課内）にご相談ください。
相談・問い合わせ　役場農林課　農地係　☎75・8813（直通）担当　小池・田村

耕起
畦塗り※1m当たり
荒かき
代かき
田植え（苗肥料等代金別）

7,500円
100円
7,500円
7,500円
12,000円

稲刈り（コンバイン）
乾燥（60kg当たり）
籾すり（60kg当たり）

20,000円
1,700円
1,000円

こうじん
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　下沢渡地区、折田山田地区、青山市城
地区の農業集落排水センターで生産し
た、汚泥肥料を無料配布しています。
配布日時
【下沢渡】毎週月曜日
　9時から16時まで
【折田山田】毎週火曜日
　9時から16時まで
【青山市城】3月第2週木曜日から隔週
　9時から16時まで
汚泥肥料の成分
　窒素は約6％、りん酸は約5％、カリ
ウムは0 .5％未満（1袋の重さは約
15kg、形状はペレット状）。
○資源の再利用を兼ね、土壌改良材とし
てご利用ください。
○強い臭いが発生しますので、肥料散布
後は速やかに土をかけたり、ロータリ
ーなどで混ぜてご利用ください。
問い合わせ
　役場上下水道課　下水道係
☎75・8832（直通）担当　村山英伸

　吾妻広域町村圏振興整備組合が設置している東部火葬場および西部
火葬場の火葬炉使用料金が、4月1日より下記のとおり改定となりま
す。

※火葬炉使用料を一律1,000円上乗せる改定となります。その他の斎
場、霊安室、待合室は現行の使用料と変更はありません。
※『胎盤、産じょくの類』は、西部火葬場では火葬できません。東部
火葬場のみ火葬可能となります。
問い合わせ　吾妻広域町村圏振興整備組合　事務局　☎75・4700　

吾妻広域町村圏振興整備組合からのお知らせ
東部火葬場および西部火葬場の
一部料金改定について

家庭用作物に汚泥肥料を
ご利用ください

【通信販売による定期購入契約トラブルの常態化】
〇通信販売における主な相談内容
・TVショッピングや新聞広告・インターネット通販で
の「お試し価格」で一回限りの利用のつもりが翌月も
突然送られてきた。
・お試し購入の後、突然一度に4か月分届き、約3万円
の請求がきた。
・解約はいつでもできるとあるのに業者の電話が繋がら
ず、解約受付期間が限定されている。
・サプリを飲み下痢症状を訴えたが、医師の診断書が必
要といわれた。
〇通信販売利用時の心得
・ホームページなどはどんどん更新されるため、スクリ
ーンショットや写真などを利用し、広告は全て保存し
ておく。
・利用規約やQ＆Aなど、隅々まで目を通す。
・解約やトラブル時に電話が繋がらないことを想定し、
購入を検討する。

【訪問業者による屋根修理・外壁塗装工事・床下点検作
業・リフォームなど工事前一括現金支払いは要注意！】
〇訪問業者に関する主な相談内容
・クーリングオフで、分割返金を提案された。
・約束日に返金されずはぐらかされた。
・外壁塗装で指定した色と全く違う色に塗られた。

〇見積書○○一式表示は内容を細かく確認
　見積書は事業者を映す鏡です。○○一式表示は何のど
んな工事（契約）なのか未確定の状態と同じです。ビス
一本・ペンキ品番色番まで細かな内容の説明を求めまし
ょう。
　部品一つから積み重ねた総額ゆえ、「○○万円の予算
内で、キッチン全体のリフォームを受けます」というセ
ールストークや大幅な値引きはあり得ないとされていま
す。利益を出すために煩雑な作業・的確な材料を使用し
ないなどの行為が見受けられます。
〇リフォームや住宅購入の際におすすめサービス
　トラブル防止や的確な事業者選定のためにリフォーム
見積チェックサービス（住まいるダイヤル）をおすすめ
します。
《住まいるダイヤルとは》
リフォームなど設計段階で図面と見積書を照合し、見積
項目や数量の確認、見積書の単価と市場価格などとの照
合、技術的観点からチェックし、助言をしてくれる相談
機関です。基本相談無料。電話代は消費者側負担。
住まいるダイヤル　☎0570・016・100

消費者トラブルの相談・問い合わせ
　吾妻郡消費生活センター
　　　　　　　　　　☎75・1166（相談専用窓口） 

消費生活センターだより⑱
令和元年度を振り返って　消費者トラブルの現状

単　位

1体
1体

1体

10㎏未満
10㎏以上
20㎏未満
20㎏以上
30㎏未満

圏域内
11,000
6,000

4,000

4,000

6,000

8,000

圏域外
31,000
21,000

11,000

10,000

16,000

22,000

種　別

12歳以上の遺体
12歳未満の遺体
生後1月未満の
遺体、死産児
及び体の一部

胎盤、
産じょくの類

施設等
の名称

火葬炉

圏域内
10,000
5,000

3,000

3,000

5,000

7,000

圏域外
30,000
20,000

10,000

9,000

15,000

21,000

改正後使用料（円）改正前使用料（円）



勤
務
あ
り
）

業
務
内
容　
調
理
、
接
客
、
販
売

賃
　
金　
時
給
8
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

※
そ
の
他
手
当
あ
り

※
そ
ば
打
ち
・
体
験
指
導
な
ど
業

務
実
績
に
よ
り
、
賃
金
が
上
が

り
ま
す
。

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
19
日（
木
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
池
和
春

日
　
時　
3
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
　
場　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理

実
習
室

参
加
費　
1
人　
6
0
0
円

定
　
員　
20
名

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

※
幼
児
は
上
履
き
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　
3
月
18
日
（
水
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
時
に
氏
名
を
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

☎
0
9
0・7
2
1
6・5
8
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
綿
貫

　
地
域
で
認
知
症
の
人
を
見
守
り

さ
さ
え
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
や
接
す

る
と
き
の
心
が
ま
え
を
学
び
ま
す
。

日
　
時　
3
月
25
日
（
水
）
13
時

30
分
〜
15
時
（
受
付
13
時
〜
）

会
　
場　
役
場
2
階
大
会
議
室

定
　
員　
30
名

申
込
期
限　
3
月
18
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
介
護
予
防

係
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
篠
原
寛
子

日
　
時　
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜

会
　
場　
沼
田
ボ
ウ
ル

対
　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
（
小
学
校
5
年
生
以
上
）

競
技
方
法　

・
男
女
混
成
の
3
人
1
チ
ー
ム
に

よ
る
チ
ー
ム
戦
（
3
人
×
3
ゲ

ー
ム
）

・
男
女
別
個
人
戦
（
チ
ー
ム
戦
を

兼
ね
た
予
選
3
ゲ
ー
ム
+
決
勝

1
ゲ
ー
ム
）

※
男
女
別
・
年
齢
別
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

・
1
チ
ー
ム　
3
0
0
0
円

・
個
人
参
加　
1
0
0
0
円

申
し
込
み　
3
月
19
日
（
木
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
事
務
局
（
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ

内
）
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
7
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
将
希

対
　
象　
小
学
生

日
　
時　
4
月
5
日
〜
令
和
3
年

3
月
28
日　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
9
時
〜
11
時
30
分

会
　
場　
町
民
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
河
川
敷
コ
ー
ト
）

申
込
方
法　
教
室
の
あ
る
日
に
会

場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
用
具
の
貸
し
出
し
も
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
2
8
4

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
渕
光
夫

日
　
時　
4
月
29
日
（
水
・
祝
）

受
　
付　
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

開
会
式　
8
時
40
分
〜

※
9
時
10
分
か
ら
部
門
ご
と
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

会
　
場　
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ 

参
加
資
格

健
康
で
自
走
で
き
る
人

部
　
門

・
親
子
の
部（
5
0
0
m
・
1
㎞
）

・
小
学
生
の
部（
7
0
0
m・1
㎞・

　
1.5
㎞
）

・
中
学
生
の
部
（
3
㎞
）

・
一
般
の
部
（
3
㎞
・
10
㎞
）

※
詳
細
は
、
家
庭
に
配
付
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
町
民
は
無
料

　
町
民
以
外
の
人
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
親
子
の
部　
　
　
1
5
0
0
円

・
小
中
学
生
の
部　
　
5
0
0
円

・
一
般
の
部
3
㎞　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
10
㎞　
2
0
0
0
円

※
一
般
の
部
は
高
校
生
以
上

申
込
方
法

　
町
民
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
参
加

申
込
書
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
は
役
場
、
ツ
イ
ン
プ

ザ
、
六
合
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
町
民
以
外
の
人
は
、
ス
ポ
ー

ツ
エ
ン
ト
リ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
3
月
31
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
町
内
の
小
中
学
生
、

親
子
の
部
は
4
月
10
日
（
金
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
社

会
体
育
係
（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
割
田
敏
行
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
町
の
農
地
の
多
く
は
、
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る
「
農
用
地

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
ま
ず
「
農
用
地
区

域
」
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
除
外
お
よ
び
編
入
の
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
除

外
や
編
入
の
可
否
を
判
断
す
る
協

議
会
は
、
原
則
と
し
て
年
1
回
の

開
催
で
す
。
ま
た
、
県
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
除
外
で
き
る
の
は
年
1
回
で
す
。

　
今
後
1
〜
2
年
の
間
に
、
農
地

を
宅
地
や
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

た
り
、
植
林
を
す
る
な
ど
の
具
体

的
な
計
画
が
あ
る
人
は
、
地
番
と

面
積
を
確
認
の
う
え
役
場
農
林
課

で
除
外
申
請
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
編
入
を
希
望
す
る
人
も

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
3
月
31
日
（
火
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
農
地
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
池
宏
之

　
4
月
よ
り
医
科
の
木
曜
診
療
日

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

4
月
9
日
、
23
日 

5
月
7
日
、
21
日 

6
月
4
日
、
18
日 

他
の
木
曜
日
に
つ
い
て
は
休
診
と

な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
7
月
よ
り
木
曜
日
は
休

診
と
な
り
ま
す
。 

◎
歯
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
診
療
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
（
六

合
診
療
所
）

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
5
7
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
智
之

募
集
人
員

・
中
之
条
保
育
所　
1
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

資
　
格　
保
育
士

勤
務
時
間

①
7
時
30
分
〜
16
時
15
分

②
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

③
9
時
45
分
〜
18
時
30
分

※
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
①
〜
③
の

時
間
で
交
代
勤
務

賃
　
金　
月
額
給
料
18
万
２
２
０

０
円
+
通
勤
手
当
＋
期
末
手
当

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

学
校
教
育
係

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
晃
太 

募
集
人
員　
若
干
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
地
　
中
之
条
小
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
条
件

　
7
時
45
分
〜
16
時
30
分

※
学
校
休
業
日
な
ど
給
食
が
無
い

日
は
休
み
。

業
務
内
容　
調
理
補
助

賃
　
金　
時
給
8
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
の
通

知
を
送
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

総
務
係　

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
秀
隆

募
集
人
員　
1
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
地　
六
合
学
童
保
育
所
（
六

合
こ
ど
も
園
内
）

勤
務
条
件

〇
小
学
校
授
業
日

　
13
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
平
日

の
み
週
3
日
）

〇
小
学
校
休
業
日

　
7
時
30
分
〜
18
時
30
分
の
内
7

時
間
（
平
日
の
み
週
5
日
）

※
お
盆
と
年
末
年
始
は
休
み

業
務
内
容　
見
守
り
・
サ
ポ
ー
ト

な
ど
児
童
の
生
活
支
援

賃
　
金

○
有
資
格
者
（
放
課
後
児
童
支
援

員
）　
時
給
１
１
０
８
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

○
無
資
格
者　
時
給
9
4
3
円
＋

通
勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法  

役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課 

少
子
化
・

子
育
て
対
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
安
原
崇
弘

募
集
人
員　
若
干
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
条
件

・
4
月
〜
11
月

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
12
月
〜
3
月

　
8
時
30
分
〜
16
時
15
分

※
週
休
2
日
（
土
・
日
・
祝
日
の

行
　
政

職
員
募
集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
補
助
業
務

六
合
学
童
保
育
所

放
課
後
児
童
支
援
員

霊
山
た
け
や
ま

調
理・接
客・販
売
業
務

農
振
農
用
地
区
域
の

除
外・編
入
の
申
請
は

3
月
31
日
ま
で
で
す

六
合
診
療
所

木
曜
日
の
医
科
診
療

変
更
の
お
知
ら
せ

管
内
保
育
所
保
育
士
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Information

勤
務
あ
り
）

業
務
内
容　
調
理
、
接
客
、
販
売

賃
　
金　
時
給
8
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

※
そ
の
他
手
当
あ
り

※
そ
ば
打
ち
・
体
験
指
導
な
ど
業

務
実
績
に
よ
り
、
賃
金
が
上
が

り
ま
す
。

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
19
日（
木
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
土
地
改
良
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
池
和
春

日
　
時　
3
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
　
場　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理

実
習
室

参
加
費　
1
人　
6
0
0
円

定
　
員　
20
名

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

※
幼
児
は
上
履
き
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　
3
月
18
日
（
水
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
時
に
氏
名
を
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

☎
0
9
0・7
2
1
6・5
8
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
綿
貫

　
地
域
で
認
知
症
の
人
を
見
守
り

さ
さ
え
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
や
接
す

る
と
き
の
心
が
ま
え
を
学
び
ま
す
。

日
　
時　
3
月
25
日
（
水
）
13
時

30
分
〜
15
時
（
受
付
13
時
〜
）

会
　
場　
役
場
2
階
大
会
議
室

定
　
員　
30
名

申
込
期
限　
3
月
18
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
介
護
予
防

係
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
篠
原
寛
子

日
　
時　
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜

会
　
場　
沼
田
ボ
ウ
ル

対
　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
（
小
学
校
5
年
生
以
上
）

競
技
方
法　

・
男
女
混
成
の
3
人
1
チ
ー
ム
に

よ
る
チ
ー
ム
戦
（
3
人
×
3
ゲ

ー
ム
）

・
男
女
別
個
人
戦
（
チ
ー
ム
戦
を

兼
ね
た
予
選
3
ゲ
ー
ム
+
決
勝

1
ゲ
ー
ム
）

※
男
女
別
・
年
齢
別
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

・
1
チ
ー
ム　
3
0
0
0
円

・
個
人
参
加　
1
0
0
0
円

申
し
込
み　
3
月
19
日
（
木
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
事
務
局
（
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ

内
）
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
7
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
将
希

対
　
象　
小
学
生

日
　
時　
4
月
5
日
〜
令
和
3
年

3
月
28
日　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
9
時
〜
11
時
30
分

会
　
場　
町
民
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
河
川
敷
コ
ー
ト
）

申
込
方
法　
教
室
の
あ
る
日
に
会

場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
用
具
の
貸
し
出
し
も
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
2
8
4

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
渕
光
夫

日
　
時　
4
月
29
日
（
水
・
祝
）

受
　
付　
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

開
会
式　
8
時
40
分
〜

※
9
時
10
分
か
ら
部
門
ご
と
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

会
　
場　
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ 

参
加
資
格

健
康
で
自
走
で
き
る
人

部
　
門

・
親
子
の
部（
5
0
0
m
・
1
㎞
）

・
小
学
生
の
部（
7
0
0
m・1
㎞・

　
1.5
㎞
）

・
中
学
生
の
部
（
3
㎞
）

・
一
般
の
部
（
3
㎞
・
10
㎞
）

※
詳
細
は
、
家
庭
に
配
付
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
町
民
は
無
料

　
町
民
以
外
の
人
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
親
子
の
部　
　
　
1
5
0
0
円

・
小
中
学
生
の
部　
　
5
0
0
円

・
一
般
の
部
3
㎞　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
10
㎞　
2
0
0
0
円

※
一
般
の
部
は
高
校
生
以
上

申
込
方
法

　
町
民
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
参
加

申
込
書
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
は
役
場
、
ツ
イ
ン
プ

ザ
、
六
合
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
町
民
以
外
の
人
は
、
ス
ポ
ー

ツ
エ
ン
ト
リ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
3
月
31
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
町
内
の
小
中
学
生
、

親
子
の
部
は
4
月
10
日
（
金
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
社

会
体
育
係
（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
割
田
敏
行

15

　
町
の
農
地
の
多
く
は
、
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る
「
農
用
地

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
ま
ず
「
農
用
地
区

域
」
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
除
外
お
よ
び
編
入
の
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
除

外
や
編
入
の
可
否
を
判
断
す
る
協

議
会
は
、
原
則
と
し
て
年
1
回
の

開
催
で
す
。
ま
た
、
県
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
除
外
で
き
る
の
は
年
1
回
で
す
。

　
今
後
1
〜
2
年
の
間
に
、
農
地

を
宅
地
や
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

た
り
、
植
林
を
す
る
な
ど
の
具
体

的
な
計
画
が
あ
る
人
は
、
地
番
と

面
積
を
確
認
の
う
え
役
場
農
林
課

で
除
外
申
請
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
編
入
を
希
望
す
る
人
も

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
3
月
31
日
（
火
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課　
農
地
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
小
池
宏
之

　
4
月
よ
り
医
科
の
木
曜
診
療
日

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

4
月
9
日
、
23
日 

5
月
7
日
、
21
日 

6
月
4
日
、
18
日 

他
の
木
曜
日
に
つ
い
て
は
休
診
と

な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
7
月
よ
り
木
曜
日
は
休

診
と
な
り
ま
す
。 

◎
歯
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
診
療
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
（
六

合
診
療
所
）

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
5
7
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
智
之

募
集
人
員

・
中
之
条
保
育
所　
1
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

資
　
格　
保
育
士

勤
務
時
間

①
7
時
30
分
〜
16
時
15
分

②
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

③
9
時
45
分
〜
18
時
30
分

※
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
①
〜
③
の

時
間
で
交
代
勤
務

賃
　
金　
月
額
給
料
18
万
２
２
０

０
円
+
通
勤
手
当
＋
期
末
手
当

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

学
校
教
育
係

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
晃
太 

募
集
人
員　
若
干
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
地
　
中
之
条
小
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
条
件

　
7
時
45
分
〜
16
時
30
分

※
学
校
休
業
日
な
ど
給
食
が
無
い

日
は
休
み
。

業
務
内
容　
調
理
補
助

賃
　
金　
時
給
8
7
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
の
通

知
を
送
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

総
務
係　

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
秀
隆

募
集
人
員　
1
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
地　
六
合
学
童
保
育
所
（
六

合
こ
ど
も
園
内
）

勤
務
条
件

〇
小
学
校
授
業
日

　
13
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
平
日

の
み
週
3
日
）

〇
小
学
校
休
業
日

　
7
時
30
分
〜
18
時
30
分
の
内
7

時
間
（
平
日
の
み
週
5
日
）

※
お
盆
と
年
末
年
始
は
休
み

業
務
内
容　
見
守
り
・
サ
ポ
ー
ト

な
ど
児
童
の
生
活
支
援

賃
　
金

○
有
資
格
者
（
放
課
後
児
童
支
援

員
）　
時
給
１
１
０
８
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

○
無
資
格
者　
時
給
9
4
3
円
＋

通
勤
手
当
相
当
額

申
込
方
法  

役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
3
月
13
日（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課 

少
子
化
・

子
育
て
対
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
安
原
崇
弘

募
集
人
員　
若
干
名

雇
用
期
間　
4
月
1
日
（
水
）
〜

令
和
3
年
3
月
31
日
（
水
）

勤
務
条
件

・
4
月
〜
11
月

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
12
月
〜
3
月

　
8
時
30
分
〜
16
時
15
分

※
週
休
2
日
（
土
・
日
・
祝
日
の

募
　
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

親
子
で

お
っ
き
り
こ
み
体
験

ス
ポ
ー
ツ
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第
18
回

町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

第
7
回
美
野
原
花
マ
ラ
ソ
ン



Information

～わが町の文化財～

四万川・日向見川の森林軌道
ふるさと
再発見
〈290〉

　
中
之
条
大
学
で
は
、
親
子
で
楽

し
め
る
学
び
と
遊
び
の
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
「
親
と
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
13
時

※
受
付
時
間
は
12
時
30
分
ま
で
で

す
が
、
材
料
が
な
く
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
学
習
セ

ン
タ
ー

参
加
費
【
チ
ケ
ッ
ト
制
】

・
子
ど
も
　
5
枚
つ
づ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

・
大
　
人
　
1
枚
　
1
0
0
円

※
当
日
会
場
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
　
ス
ラ
イ
ム
作

り
、
紙
バ
ン
ド
の
ブ
ロ
ー
チ
作

り
、
ア
ジ
ア
ン
結
び
の
ス
ト
ラ

ッ
プ
作
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
パ
ズ
ル
、
昔
あ
そ
び
体
験
、

あ
そ
び
シ
ア
タ
ー
、
親
子
茶
道
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
（
予
定
）

※
無
料
の
メ
ニュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

申
　
込
　
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
林
陽
祐

　
古
く
な
り
利
用
の
少
な
く
な
っ

た
図
書
の
販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
11
時
〜
15
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
学
習
セ

ン
タ
ー
　
展
示
ホ
ー
ル

価
　
格
　
1
冊
　
50
円

＊
1
人
10
冊
ま
で

対
象
図
書
　
絵
本
・
小
説
・
実
用

書
な
ど
約
1
5
0
0
冊

持
ち
物
　
購
入
し
た
本
を
入
れ
る

袋
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
5

　
　
　
　
　
　
担
当
　
外
丸
綾
子
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安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課企画調整係
☎75・8837（直通）

昭和20年代の「山神祭」の写真軌道の橋台

　
日
向
見
の
官
行
に
か
つ
て
三
十
軒
を
越
え
る
林

業
に
関
係
し
た
方
の
家
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
を
起
点
に
四
万
川
と
日
向
見
川
に
沿
っ
て
ト

ロ
ッ
コ
軌
道
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
一

年
に
四
万
川
ダ
ム
が
で
き
て
右
岸
に
あ
っ
た
軌
道

の
跡
は
水
没
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
働
き
現
在
も

日
向
見
に
お
住
ま
い
の
中
野
厚
さ
ん
に
山
仕
事
の

話
を
伺
う
機
会
を
得
ま
し
た
。
「
こ
れ
を
見
て
く

だ
さ
い
、
日
向
見
の
人
が
み
ん
な
写
っ
て
い
ま

す
」
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
年
代
の
「
山
神
祭
」
の

写
真
で
し
た
。
子
供
も
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
性
も
混

じ
っ
た
百
名
を
越
え
る
顔
が
写
っ
て
い
ま
す
。

「
日
向
見
も
こ
ん
な
に
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
ん
だ

よ
」
と
中
野
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
ま
だ
作
業
場
が

四
万
川
本
流
に
あ
っ
た
頃
は
、
作
業
す
る
人
は
山

の
中
の
小
屋
に
住
み
、
子
供
た
ち
は
通
学
に
不
便

な
た
め
、
合
宿
所
に
泊
っ
て
、
土
曜
日
に
家
に

帰
っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
現
場
が
日
向
見
川
に
移

る
と
、
官
行
の
住
宅
か
ら
通
学
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
軌
道
工
事
は
高
崎
の
市
川
組
が
あ
た

り
日
向
見
川
の
左
岸
を
軌
道
は
伸
び
て
行
き
ま
し

た
。
現
在
摩
耶
の
滝
の
遊
歩
道
は
軌
道
の
跡
で
、

軌
道
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

入
り
口
の
案
内
板
に
は
ト
ロ
ッ
コ
を
引
く
馬
や
、

材
木
に
ま
た
が
っ
て
下
山
す
る
人
夫
、
女
性
の
姿

の
写
真
も
載
り
ま
す
。
運
び
出
さ
れ
た
材
木
は
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
モ
ミ
な
ど
の
大
木
で
し
た
。
対

岸
で
は
炭
焼
き
も
行
わ
れ
、
十
名
も
の
炭
を
専
門

に
焼
く
人
も
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
軌
道
の
跡

は
摩
耶
の
滝
を
過
ぎ
る
と
崩
落
し
川
ま
で
切
れ
落

ち
て
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。
石
積
み
が
残
る
軌

道
跡
を
更
に
進
む
と
四
本
の
沢
に
出
合
い
ま
す
。

ど
れ
に
も
橋
を
架
け
た
石
積
み
が
残
り
ま
す
。
こ

れ
を
過
ぎ
る
と
飯
場
の
跡
ら
し
い
場
所
も
あ
り
、

昭
和
二
十
八
年
よ
り
営
林
署
に
勤
務
し
こ
こ
で
生

活
し
た
方
の
話
で
は
、
「
朝
は
四
時
に
起
床
し
て

朝
食
を
済
ま
せ
、
八
時
に
は
現
場
に
到
着
す
る
」

の
が
決
り
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
軌
道
は
さ
ら
に

稜
線
の
近
く
ま
で
続
く
と
伺
い
ま
し
た
。

　
四
万
川
本
流
の
軌
道
の
一
部
は
現
在
、
万
沢

（
四
万
）
林
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
終
点
か

ら
暫
ら
く
進
む
と
ト
ン
ネ
ル
が
現
れ
ま
す
。
以
前

は
何
と
か
通
過
で
き
ま
し
た
が
今
は
完
全
に
塞

が
っ
て
い
ま
す
。
付
近
は
険
し
い
崖
で
、
こ
れ
よ

り
先
は
通
行
困
難
で
す
。
崖
下
に
は
錆
び
た
レ
ー

ル
も
落
下
し
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
は
も
う
一
つ

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
材
木
を
積
ん
だ
ト
ロ
ッ

コ
は
馬
に
引
か
せ
て
下
り
、
手
動
で
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
脱
線
も
あ
り
こ
ん

な
時
に
は
近
く
の
木
を
切
り
テ
コ
に
し
て
車
輪
を

戻
す
の
で
鋸
と
鉈
は
常
に
携
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

す
り
減
っ
た
ブ
レ
ー
キ
は
伊
勢
町
の
岡
田
自
動
車

で
直
し
た
話
を
聞
き
、
岡
田
さ
ん
に
ト
ロ
ッ
コ
軌

道
の
こ
と
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。
「
あ
そ
こ

は
森
林
鉄
道
だ
よ
」
と
い
い
ま
す
。
小
学
校
の
高

学
年
の
頃
、
先
代
の
社
長
が
ト
ロ
ッ
コ
を
引
き
上

げ
る
の
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
動
く
牽
引
車
を

作
っ
て
そ
の
試
運
転
に
つ
い
て
い
っ
た
時
の
話
が

聞
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
の
職
場

で
あ
っ
た
森
林
軌
道
も
木
材
の
需
要
や
営
林
署
の

経
営
方
針
も
変
わ
り
昭
和
四
十
年
代
で
終
わ
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
落
ち
葉
と
苔
に
う
も
れ
た
軌
道
の
跡
を

歩
く
と
山
で
働
い
た
人
々
の
御
苦
労
の
跡
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
化
財
専
門
委
員
　
松
本
倖
市
郎

か
ん
こ
う

さ
ん
じ
ん
さ
い

な
た
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親
と
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

古
い
本
の
販
売
会

催
　
し



「四万清流の湯」町民限定割引券

「四万清流の湯」町民限定割引券

入浴料金１名様２００円

（２時間・大人小人共通）

使用期限 令和2年3月１日（日）から　

令和2年3月３１日（火）まで

※この券１枚で、町民

１家族が入浴

できます。

切りとり

　より広く町民の皆さんに利用してもらえるように、期間限定で特別割引
を行います。
期　　間　　3月1日（日）～31日（火）
割引内容　　入浴料（2時間）1人200円
　　　　　　（通常は大人500円、子供300円）
利用方法　　左の割引券を切り取って持参し、入館時に受付の係員に渡し

てください。
※割引券1枚につき、1家族が利用できます。
問い合わせ　四万清流の湯　☎64・2610
営 業 時 間　10時～21時　
定　休　日　第4水曜日（期間中は3月25日）

四万清流の湯
3月中「町民限定割引」を実施・・・・・・
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ュースと だいニュースとわだい

　山本さんは、現在施設で療養しています。
　誕生日には、ご家族やご親族、施設の職員の皆さんと一緒にお祝い
をしました。若い頃は、バスケットボールと絵や日記を書くことが大
好きだったそうです。　　　　　　
　長寿の秘訣は、「大らかなことと我慢強いこと」との事でした。

おめでとうございます
山本よしさん満100歳を迎えました

なかのじょう R2.3 No.６95

山本よしさん（中之条町）大正9年1月24日生山本よしさん（中之条町）大正9年1月24日生

　蓑輪さんは、現在施設で療養しています。
　誕生日には、ご家族や施設の職員の皆さんと一緒にお祝いをしまし
た。医者にかからず、薬も飲んでいないそうです。野菜作りと孫の面
倒を見ることが大好きだったそうです。
　長寿の秘訣は、「こだわらない」との事でした。

おめでとうございます
蓑輪きうさん満100歳を迎えました

蓑輪きうさん（中之条町）大正9年2月5日生蓑輪きうさん（中之条町）大正9年2月5日生

　山田さんは、現在自宅で暮らしています。
　誕生日には、親族の皆さんでお祝いをしました。とてもお元気で、
歩いてお出迎えくださいました。
　今でも短歌を作り、自身で字を書いています。これらの趣味を続け
ることが、長寿の秘訣だと話してくれました。

おめでとうございます
山田アサさん満100歳を迎えました

山田アサ（横尾）大正9年2月7日生山田アサ（横尾）大正9年2月7日生



「四
万清
流の
湯」
町民
限定
割引
券

入浴
料金
１名
様２
００
円

（２
時間
・大
人小
人共
通）

使用
期限
 令
和2
年3
月１
日（
日）
から
　

令和
2年
3月
３１
日（
火）
まで

※こ
の券
１枚
で、
町民

１家
族が
入浴

でき
ます
。

切り
とり

ュースと だいニュースとわだい
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中之条保育所の園児が豆まき
「鬼には負けないぞ」

　2月3日、中之条保育所で豆まきが行われました。節分の
由来を紙芝居で学んだあと、赤鬼と青鬼が登場しました。
多くの園児たちは恐怖で鬼から逃げ回り、先生の陰に隠れ
る子もいました。鬼に手をつかまれて連れていかれそうに
なる場面もありましたが、子どもたちは負けじと豆を投
げ、無事鬼を追い払うことができました。

大日本プロレスの選手が
保育所で子どもたちと交流

　2月18日に中之条保育所、19日に伊勢町保育所へ大
日本プロレスのレフェリーで、中之条町観光大使のマッ
ク竹田さんと橋本大地選手、兵頭彰選手が来所し、綱引
きや相撲をして子どもたちと交流しました。伊勢町保育
所では、選手らが迫力のあるプロレスの技を披露する
と、子どもたちだけでなく先生も大興奮。

　今回の交流会は、3月8日にバイテック文化ホールで行われる「大日本プロレス社会福祉チャリティー群馬県中之条大
会」に先がけて地域との交流を目的として行われました。

小・中学生の町『人権標語』入選作品を紹介します
　町では、次代を担う小・中学生に人権尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚
を身に付けてもらうことを目的として、毎年『人権標語』を募集しています。今年度の入賞作品と入
賞者を紹介します。（敬称略）

《小学校　低学年の部》    
【最優秀賞】
　☆きもちよく　ごめんねいって　なかなおり　　唐澤　色（中小）
【優 秀 賞】
　☆いわないよ　こころがかなしく　なることば　清水琉叶（六合小）
　☆自分がされて　うれしいことは　あいてにも　松浦良弥（中小）
【奨 励 賞】
　☆考えて、いっていいこと、わるいこと
　　じぶんが、いわれていやなことば。　　　　　小林あゆ（中小）
　☆だいじょうぶ　ぼくはきみの　みかただよ　　唐澤勘太（中小）
《小学校　中学年の部》    
【最優秀賞】
　☆だれとでも、　なかよくえ顔の　楽しい学校　竹野陽天（中小）
【優 秀 賞】
　☆「ありがとう。」　わたしのほうこそ　「ありがとう。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中希丘（中小）
　☆「どうしたの。」　こえをかけたら　ほら笑顔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多埜笑（中小）
【奨 励 賞】
　☆だれにでも　やさしい心　わすれずに　　　　大谷柚羽（中小）
　☆たからもの　だいじにされてる　自分たち　　市川遥人（中小）

《小学校　高学年の部》    
【最優秀賞】
　☆考えよう　言葉の軽さとその行動　　　　　和田　歩（中小）
【優 秀 賞】
　☆やさしい手　さしだす勇気　笑顔のわ　　　水出莉緒（中小）
　☆思いやり　みんなでつなげて　いじめ0　　 山口美瑚音（六合小）
【奨 励 賞】
　☆「良い所」　見つけて認めて　たたえ合う　中山貴然（六合小）
　☆差別なし　みんなでくらせる　明るい世界　小池花実（中小）
《中学校の部》     
【最優秀賞】
　☆認め合い　相手も自分も　大切に　　　　　及川愛梨（中中）
【優 秀 賞】
　☆命はね　あなたもわたしも　オンリーワン　安達　梓（中中）
　☆聞いてみよう　相手の心の中の声　　　　　山田　陸（中中）
【奨 励 賞】
　☆笑顔には　国境越える　力ある
　　　　　　　　　　　　清水永遠（六合中）
　☆人権と　コミュニケーション　大切に
　　　　　　　　　　　　本多歩夢（中中）
　☆一緒だよ　持って生まれた　その命
　　　　　　　　　　　　春原里咲（中中）
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第37回中之条町上毛かるた大会
1月11日　ツインプラザ交流ホール

　参加者は87名でした。入賞者を紹介します（敬称略）。

《個人戦》
【小学校　低学年の部】
優　勝　蟻川　樹（中之条小）
準優勝　関晴琉進（中之条小）
第３位　安原未子（中之条小）

【小学校　高学年の部】
優　勝　関　仁貴（中之条小）
準優勝　松島里緒（中之条小）

【中学校の部】（1名のみの参加）
福井渚月（中之条中）

《団体戦》
【小学校　低学年の部】
優　勝　やる気ナイン対やる気MAX（中之条小）
　　　　萩原英長・林　蒼佑・田村逞隼・田中陽太
準優勝　MRSY（中之条小）本多埜笑・関口莉琴・田村咲奈・綿貫愛華
第３位　ザコ（中之条小）唐澤滉人・髙橋颯涼・齋木慎之介・須﨑雄新
【小学校　高学年の部】
優　勝　TSFK（中之条小）髙橋　優・佐藤たま美・藤生うらら・小池　凜
準優勝　ラッキー4（中之条小）篠原　遥・篠原　雅・篠原　渚・吉田藍波
第３位　おばけチョコレート（中之条小）
　　　　小林桃子・石田夏妃・冨沢大和・福島伶太
【中学校の部】（1チームのみの参加）
たけのこ（中之条中）髙平　藍・竹渕楓理杏・安原将真・飯塚脩仁

令和元年度上毛かるた競技吾妻地区大会
1月18日　東吾妻町コンベンションホール

　町の大会で優勝と準優勝の選手は、上毛かるた競技吾妻地区大会に町代表として出場しました。町代表者の主な結果
を紹介します（敬称略）。

Let’s　なわとびチャレンジ！
2月1日　伊勢町体育館

　中之条大学では、シルク・ドゥ・ソレイユで活
躍したなわとびパフォーマー粕尾将一さんを指導
者に迎え、少年教室「Let’s　なわとびチャレン
ジ！」を開催しました。
　午前と午後の2回に分けて、約40名の小学生が
参加し、粕尾さんの指導のもと、なわとびを上手
に跳ぶためのコツを学びました。中には、初めて
「二重跳び」や「三重跳び」を跳べた子もいまし
た。
　また、粕尾さんがシルク・ドゥ・ソレイユで演
じた舞台パフォーマンスを披露し、子ども達は大
歓声を上げて、プロの技を楽しんでいました。

《団体戦》【小学校　低学年の部】準優勝　中之条地区子ども会B　本多埜笑・関口莉琴・田村咲奈・綿貫愛華
　　　　　　　　　　　　　　　第３位　中之条地区子ども会A　萩原英長・林　蒼佑・田村逞隼・田中陽太
　　　　　【中学校の部】　　　　第３位　中之条地区子ども会　  髙平　藍・竹渕楓理杏・安原将真・飯塚脩仁
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なかのんとなかっこちゃんの
石像現る
町のシンボルに

　2月6日、町のゆるキャラ「なかのん」と「なかっこち
ゃん」の石像がふるさと交流センターつむじに設置されま
した。2体の石像は、安山岩で作られ、なかのん像の高さ
は123cm、なかっこちゃん像の高さは90cmです。今後
まちのシンボルの一つになることが期待されます。

手動で放水　町消防保存会出初式
2月3日　博物館「ミュゼ」

　晴天の中、毎年恒例の町消防保存会の出初式が行われました。
博物館が所有する手押し式の消防ポンプ2台のうち、「名久田第一
部・大正3年」と記されている消防ポンプを4人がかりで漕いで、
放水しました。
　2台の手押し式消防ポンプは博物館の庭に収蔵されており、いつ
でも見ることができます。

第10回　雅楽の祭典
1月26日　ツインプラザ交流ホール

　日本の伝統芸能の一つである「雅楽」は、約1200年という長い歴史を
もち、平安時代から今にほぼそのままの形で伝えられている音楽です。
　町郷土芸能保存会では、町民の皆さんに伝統芸能をより身近に感じて
もらおうと毎年演奏会を開催しています。
　町には、5団体の雅楽保存会があり、今回は中之条伊勢宮芸能保存会、伊勢町郷土芸能保存会、六合雅楽保存会の3団
体が演奏を行いました。また、山田流東雲会もゲスト出演し、筝曲を演奏しました。会場では、笙や篳篥、龍笛といっ
た楽器の味わい深い音色が響き、来場者は優雅なひとときを過ごしていました。

1月26日は「文化財防火デー」
消防団による放水消火訓練

　昭和24年1月26日に、法隆寺の金堂が炎上し、仏教絵画の代表
作品ともいえる壁画が焼損したことから、文化財防災推進のた
め、毎年1月26日を「文化財防火デー」と定め、文化財所有者の
協力のもと、消火訓練などを行っています。
　町には、国・県・町指定の多くの文化財があり、県指定重要文
化財の旧吾妻第三小学校、国指定重要文化財の冨沢家住宅と日向

見薬師堂、国重要伝統的建造物群保存地区の赤岩地区において、今年も消防団による放水消火訓練が行われました。
　当日は大変冷え込みましたが、消防団員は手際よく配置につき、放水を行いました。

日向見薬師堂日向見薬師堂

しょう ひちりき りゅうてき

なかのじょう R2.3 No.６95
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Close up!クローズアップ なかのじょう

張っています！「中之条人」
中学生の活躍を紹介頑 部活動などで素晴らしい活躍を見せて

いる中之条町の中学生。一部ですが、
その頑張りを紹介します。
（全国大会出場者のみ、敬称略）

塚田　匠城（中之条中 2年）
なるき

【全国中学校相撲選手権大会】
（8月17日～18日　奈良県奈良市）
種目　個人戦　予選出場　1勝2敗

どもたちのために役立てて
赤十字有功会より寄付子

　2月12日、吾妻東部地区赤十字有功会（佐藤博美会長）から、子どもた
ちのために役立ててほしいと50,000円の寄付をいただきました。
　また、吾妻西部地区赤十字有功会（萩原勝海会長）からは、六合小学
校、六合中学校へそれぞれ20,000円分の図書カードをいただきました。
　管内保育所、こども園、六合小学校、六合中学校の図書購入に活用させ
ていただきます。
　ありがとうございました。

岩正善さん　
群馬県農業振興船津賞受賞黒

　黒岩正善さん（根広）が、令和元年度の群馬県農業振興船津賞を受賞されました。
　花き栽培の技術の普及と指導により「六合の花」の産地化に尽力し、地域の農業振興
に大きく貢献されたことによるものです。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますますのご活躍をお祈りいたします。

なかのじょう R2.3 No.６95

○塚田くんから一言
　4月には3年生になるので、春季大会や総体の県大会で優勝したいと
思っています。そして、高校に入学したら相撲部に入って、一生懸命
練習をしてもっともっと強くなりたいと思います。

　群馬県農業振興船津賞表彰は、郷土の偉大な農村指導者であった船津伝次平翁
の業績を顕彰するため、県農業および農村の振興発展に貢献した農業者1名の表
彰を毎年行い、その業績をたたえるとともに広く県内に紹介し、農業振興推進を
目的に昭和35年から実施しています。（（一社）群馬県農業会議ホームページより）

◁伊能町長（左）と佐藤会長（右）◁伊能町長（左）と佐藤会長（右）
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

3月の当番医

1日㈰ （６８）５２１１
（８８）４３２１
（８３）７１１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

吾妻脳外循環科
草津こまくさ病院
西吾妻福祉病院

20日㈷ （７５）３３５０
（８２）２１８８
（８３）７１１１
（７０）１０２１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

田島病院
長生病院
西吾妻福祉病院
そうごう薬局中之条店

8日㈰ （６８）０３５５
（８５）２２５９
（６８）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

くりはら医院
長野原診療所
日赤

15日㈰ （５９）３０１０
（９７）３８００
（７５）３０11

内科

外科・夜間
休日開局薬局

東吾妻町診療所
桜井クリニック
吾妻さくら病院

3月　六合診療所　外来診療医師

22日㈰ （６４）２１３６
（８８）２０３０
（６８）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

四万診療所
布施医院
日赤

29日㈰ （７６）３４３５
（８２）３９９９
（７５）３０11
（８０）１１５１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

しまだ医院
櫻井医院
吾妻さくら病院
アイン薬局長野原店
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六
合
診
療
所　
福
地　
達

・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診してくだ
さい。それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮
ください。

・在宅待機のため、原則として往診はしません。
・変更する場合がありますので、ご確認のうえ受診ください。
・専門外の疾患の場合は対応しかねることもありますのでご了承く
ださい。

〈当番医受診上の注意〉
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出張診療（括弧内は担当医師）
午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診福地山本福地福地午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

876542 3

休診午前

休診午後

1

休診福地山本福地福地午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

15141312119 10

休診休診山本福地福地午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

222120191816 17

休診福地山本福地福地午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

292827262523 24

福地福地午前

休診午後 休診

30 31

小　雨（福地）
田代原（福地）
小　雨（福地）
赤　岩（福地）

湯久保（福地）
赤　岩（福地）
広　池（福地）
休み

4日
11日
18日
25日



問い合わせ　役場保健環境課　健康係（保健センター）　☎75・8833（直通）　担当　小池ゆかり

Information

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
15，760
7，684
8，076
6，745

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

令和2年2月１日現在

窓口窓口

ー371

ー158

ー213

ー33

ー22.

ー24.

2.

ー11.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
1
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。
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感染症に備えましょう

なかのじょう R2.3 No.６95

　2019年12月以降、新型コロナウイルスによる感染症が報告
されています。風邪や季節性インフルエンザなどの一般的な感
染症予防のためにも咳エチケットや石けんを使った手洗を徹底
し、ウイルスの感染を防ぎましょう。
現在の感染経路は2つ考えられています。
【飛沫感染】感染している人のくしゃみや咳により、つばなどと
放出されたウイルスを喉や鼻から吸い込むことによって感染す
ること。
【接触感染】つば等が付着したもの（ドアノブや手すり、スイッ
チ等）を触ることによって、手を介して口や目、鼻の粘膜から
感染すること。
　重症化する危険のある人が、人混みを避けたり、手洗いやう
がいをしたりするなど、自ら予防することはもちろん重要です
が、それ以外の人たちもなるべく感染しないようにすること、
感染しても他の人にうつさないよう配慮することが必要です。
過剰に心配することなく、通常の感染症対策が重要です。
【手洗い】手に付着したウイルスを体内に侵入させ
ないよう、外から帰ったとき、食事の前、調理の
前、トイレの後などこまめに手を洗いましょう。
　手を洗うときは必ず石けんを使ってください。

　ウイルスや汚れは、指先や爪の周り、親指の周り、手首や手
のしわなどに残りやすいので、洗い残しのないように丁寧に洗
うことが大事です。市販のアルコール消毒液などを使って、手
を消毒するのも効果的です。手洗いと併せて活用しましょう。
【適度な湿度を保つ】空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能
が低下するため、感染症にかかりやすくなりま
す。乾燥しやすい室内では加湿器などを使って
適度な湿度（50～60％）を保ちましょう。ま
た、のどに潤いを与え、粘膜の働きを取り戻す
ためには、うがいがおすすめです。
【普段の健康管理】免疫力が弱っていると、感染しやすくなりま
す。普段から十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけ、免疫
力を高めておくことも大事です。
【咳エチケット】くしゃみや咳が出るときはしぶきにウイルスを
含んでいるかもしれません。説明書を読んで正しくマスクを装
着しましょう。マスクを着用していない時、咳・くしゃみの際
はティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ1m
以上離れましょう。ただし、健常人がマスクを着用しているか
らといって、ウイルスの吸入を完全に予防できるわけではない
ので注意は必要です。

（2月14日時点の情報をもとに作成）

「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています
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月の行事

休

休

休

休

親と子のワークショップフェスティバル
（10時～13時、ツインプラザ学習センター）

申告相談開庁日
（9時～11時30分/13時～16時、役場）

すくすく広場（10時～11時30分、六合保健センター）

六合芸能発表会（10時～、六合支所）

管内中学校卒業式
9～10か月児健診（受付：13時10分～13時30分）

申告相談開庁日（9時～11時30分/13時～16時、六合支所）
春季全国火災予防運動（～7日）
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」企画展（～15日）

3月定例会議（初日）

3月定例会議（総括質疑）
2歳児歯科健診（受付：13時10分～13時20分）
2歳6か月児歯科健診（受付：13時20分～13時30分）

3月定例会議（最終日）

休

休

休

休

休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

4月2日（木）　博物館休館日
4月6日（月）　教習所休所日,バイテック文化ホール休館日、図書館休館日
4月7日（火）　管内小中学校入学式
※各種相談日の日程は、25ページ相談ガイドをご覧ください。

6か月児相談・BCG接種（受付：13時10分～13時20分）
4か月児健診（受付：13時20分～13時30分）

公共料金納期限

西中之条太々神楽・獅子舞（柴宮神社）

春分の日
平獅子舞（平毘沙門天）

管内幼稚園修了式
六合こども園修了式

管内小学校卒業式
1歳6か月児健診
（受付：13時10分～13時30分）

管内保育所修了式
ぷちくらぶ（10時～11時30分、中之条町保健センター）

管内小中学校修了式

第11回なかんじょ寄席（13時30分開場、バイテック文化ホール）
第18回町民ボウリング大会（沼田ボウル）
岩本太々神楽（岩本諏訪神社）

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
バイテック文化ホールの休館日休

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

3

なかのじょう R2.3 No.６95



発酵食のレシピ●95
豚バラ肉の塩漬け

豚バラ肉ブロック適宜 / 豚肉の重さの3％の塩 / キャベツ適宜 / ほうれん草適宜 / 醤油少々

①豚バラの塊肉を用意する。3％の塩を全体にまんべんなくまぶ
し、キッチンペーパーで包んでバットの上に置き、ラップを
して冷蔵庫に入れる。好みのハーブ、スパイスを一緒にまぶ
してもよい。
②水が出なくなるまで、1日おきにキッチンペーパーを新しいも
のと変える。
③2週間冷蔵庫で寝かせる。3週間過ぎたあたりから熟成が進
み、旨みがさらに増す。
④食べたくなったら3㎜幅に切り、フライパンで炒める。油が出
たらキャベツを加えて炒め、キャベツにほぼ火が通ったらほ
うれん草を加えて炒め合わせる。最後に醤油を少し垂らして
できあがり。

25

作り方

材料

Information

※健康診査と予防接種の日程は、24ページ3月の行事をご覧ください。

※「発酵食のレシピ」は3月号をもって終了となります。長らくのご愛読ありがとうございました。
　4月号からは、「伝えたい　ふるさとの味70選」を掲載します。

行政相談 （行政相談委員） 4月16日（木）
13時～15時

なかのじょう R2.3 No.６95

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

役場第2会議室
法律相談 毎月の法律相談

（町顧問弁護士）
3月12日（木）　13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課3月11日（水）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-3041六合支所会議室3月11日（水）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

3月25日（水）
13時20分～（予約制）

のびっこ相談
（ことばの相談）

こころの健康相談
（精神科医師、保健師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所3月12日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

町地域包括支援センター
☎75-8835

通常の情報交換会とは内容が異なりますので
問い合わせください。

認知症の人と歩む会
（認知症の家族を介護する人同士の情報交換会）

年金相談 渋川年金事務所
☎22-1614役場第3会議室3月11日（水）9時30分～16時

（渋川年金事務所へ要予約）（社会保険労務士、年金事務所職員）
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編 集 後 記

見学・体験ツアーの参加者を募集中！　
問い合わせ  町観光協会  ☎75・8814  https://tabinakanojo.com/ 旅なかのじょう 検索

　地産地消を掲げるつむじカフェのスタッフが、一から考えて作り上げた自
信作。
　田村ファームの美味しいカマンベールを贅沢に使った、とても濃厚なチー
ズケーキ。土台は柔らかなスポンジケーキで、塩加減が良いアクセントとな
っている。「よくあるチーズケーキと差別化を図った。ふわっと優しい口当た
りを楽しんで欲しい」と話すのはスタッフの中澤さん。
　老若男女に愛されるメニュー作りを心掛けているそうです。メニューはそ
の季節の旬のものを使うため、度々変わるとか。春には美味しいイチゴのデ
ザートがお目見えしていることでしょう。

※観光協会では、食シリーズとして町内のグルメを紹介しています。

No.72　つむじカフェ　ハニーカマンベールチーズケーキ

中之条町ふるさと
交流センター「つむじ」
☎26・3751
10：00～18：00
木曜定休
※都合により時短営業や休憩を設けることがあります。
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追
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だ
さ
い
。
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芸
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と
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。

・
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